
第７４回日本学校農業クラブ全国大会令和５年度熊本大会 

１０月２４日（火）～２６日（木）、第７４回日本学校農業クラブ全国大会令和５年度熊本大会が行われました。今

年度の全国大会は、農業鑑定競技会に食品システム科３年新結喜さん、田中颯恵さん、緑地デザイン科３年天川

早彩さん、同科２年の林玲望さんが出場しました。また代議員会には、食品システム科３年稲垣晃季くんが鳥取県

連会長として出席、家畜審査競技会に食品システム科３年の由本悠吏くん、農業情報処理競技会に食品システム

科２年の田中宇宙くんが出場、クラブ員代表者会議に石谷紗也さんが参加しました。主な日程は以下の通りです。 

 

１０月２４日（火）（大会前日・熊本県への移動） 

１０月２４日（火）、初日は参加・出場する生徒８名と引率教員５名全員がそろって JR鳥取駅を出発しました。ＪＲ

岡山駅で新幹線に乗り換え、目的地のＪＲ熊本駅で下車し食事をとってから、それぞれ競技と会議が行われる

開催地に向かい、宿泊をしました。 

＜くまモンの前で記念撮影＞                        ＜駅長くまモン＞ 

       

 

１０月２５日（水）（大会当日） 

１０月２５日（水）、各開催地にて、競技会と会議が行われました。 

日連秋季代議員会 開催場所：熊本城ホール（熊本県熊本市） 

熊本城ホールにて、日連秋季代議員が開催されました。代議員会では、指導教員は見守りに徹し、代議員であ

る生徒が会議の進行と運営、議案の承認・議決を行います。本校の稲垣くんは、鳥取県連代表で秋季代議員会に

出席しました。代議員会の前に、まずは楽しみにしていたお弁当です。毎年開催県の食材をふんだんに使用した、



県の郷土料理が味わえるように、クラブ員のアイデアが詰め込まれています。今年は熊本県産ミニトマト、高菜飯、

辛子レンコン、いきなり団子などを味わうことができました。今年も農業クラブ全国大会の昼食は、魅力とおもて

なしの気持ちの詰まった、大満足のお弁当でした。会議の合間に稲垣くんは各県の代議員と名刺交換をし、たく

さんの生徒と交流を深めることができたようでした。代議員会の後、明日の大会式典旗手入場のリハーサルを行

いました。初めは緊張してぎこちなかった各校の生徒達も、指導を受け回数を重ねるごとに凜とした表情に変化

し、最後は堂々と県連旗を持ち入場練習を行っていたのが印象的でした。 

        【農業クラブ全国大会のお弁当】            【代議員会後に全員で記念写真】 

          

農業鑑定競技会 開催場所：熊本県立熊本農業農業高等学校（熊本県熊本市） 

 熊本県立熊本農業農業高等学校では農業鑑定用競技会が開催され、分野食品に本校の田中颯恵さん、分野園

芸に新さんと天川さん、分野造園に林さんが出場しました。出場にあたって、夏休みも熱心に指導に通って学習

を積み重ねてきました。結果はどうでしたでしょうか、明日の結果速報が楽しみです。 

＜競技会場に入れない教員は広い敷地内を散策＞    ＜競技終了。美味しいお弁当に心がなごみます＞ 

              

 



家畜審査競技会 開催場所：熊本県立菊池農業高等学校（熊本県菊池市） 

 熊本県立菊池農業高等学校では、家畜審査競技会が開催され、本校からは由本くんが乳用牛の部に出場しま

した。畜産科がない本校にとって、県大会を突破し、全国大会に出場することは大変価値のあることです。有意義

な経験になったのではないかと思います。さて、手ごたえはどうでしたか。 

＜家畜審査競技会にて＞ 

    

農業情報処理競技会 開催場所：東海大学熊本キャンパス（熊本県熊本市） 

 東海大学熊本キャンパスでは、農業情報処理競技会が開催され、本校からは田中宇宙くんが出場しました。田

中宇宙くんは、県大会、中国ブロック連盟大会を突破し、みごと全国大会への切符を手に入れました。農業情報

処理競技会は、農業クラブ全国大会で実に十数年ぶりの開催となり、問題も一新されました。内容は、膨大なデ

ータの中から必要な情報だけを抽出してまとめ、データを考察し、他者に分かりやすく伝えられるプレゼンテーシ

ョンの資料を作り上げる問題でした。制限時間内ではなかなかの手ごわい内容になったと思われましたが、さて

結果はどうでしたでしょうか。 

＜全国大会の看板の前で記念撮影＞                  ＜農業情報競技会出場前＞ 

        



クラブ員代表者会議 開催場所：熊本県立八代農業高等学校（熊本県八代市） 

 熊本県立八代農業高等学校でクラブ員代表者会議が行われました。本校からは農業クラブ２年目の石谷さん

が本校の代表として第1分科会に出席し、「コロナ禍によって失われた地域連携を、農業クラブ活動によって復

興させるにはどのような取り組みがあるか」というテーマについて話し合いに参加しました。話し合いの合間に

は手作りの名刺交換をしました。各校代表者の生徒達と有意義な交流ができたのではないかと思います。 

＜クラブ員代表者会議会場＞           ＜最後に分科会のクラブ員と記念写真＞ 

    

 

１０月２６日（木）（大会式典） 

 最終日、大会式典の日です。昨日は夜１２時過ぎに寝たにもかかわらず、朝３時に目が覚めてしまいました。な

ぜならば、そう、大会速報が６時に出るからです。気になりすぎて、他の教員も早めに目が覚めてしまったようで

す。結果は農業鑑定競技会 分野園芸で、みごと新さんが優秀賞を獲得しました。分野の中でも最も出場者が多

く、その中で入賞できたことは大変に価値あることです。思い起こしてみれば昨年冬に、新さんが県の農業鑑定

競技会の出場者に選ばれてから、学習がスタートしました。長い間頑張りました、おめでとうございました。 

 全国大会は競技だけではありません。式典の旗手入場を稲垣くんが務めてくれました。 

＜式典会場にて＞ 

 

 

 

 

 



＜旗手入場稲垣くん＞ 

     

 県連代表の旗手入場お疲れ様でした。無事終わり、ほっと一安心。お疲れ様でした。 

＜式典で旗手を務め鳥取県連会長としての貫禄がつきました＞            ＜鳥取県連旗＞ 

        

  

熊本のアフター 

 全国大会といえば、観光も忘れてはいけません。熊本は良いところでした。また行きたいですね。 

＜熊本市電＞                              ＜熊本の街並み＞ 

  



＜2年生＞                             ＜３年生＞ 

     

＜定番熊本城＞ 

  

＜疲れて帰路につく＞ 

 


